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A entenng mto a collision of water 






































において、 nonspecificsites上で起こる過程と kineticst仰と thermodynamicstateでの近
似例を図 lB上のパネルで図示した。
まず、ある nonspecificsiteに結合した後、 background分子の衝突によって shuffling
でもある一次元的拡散が起こる(グラデーションの繰り返し)。この shufflingの時間帯
の連続した状態 (nonspecificcomplexes)は、高いポテンシヤル障壁で、は固まれていな


















K.. = kdis~ = [台eeprotein] [unoccupied specific附 1... (1) 
υk悩 [specificcomplex] 
一方、熱力学では、 DNAタンパク質複合体分子全体と fr∞ stateが thermodynamic
statesとなり、その聞に(1 )の左右辺と似た式で親和性が定義できる。この熱力学
的親和性を表す解離定数と(1 )の解離定数との差は、同一の specificsiteを持つが
DNA長が異なる DNAに対して、(1 )は specificsiteへの親和性がDNA長により変
化するかどうかを解析できるのに対して、熱力学では、 mergingのため異なる DNA分
子が異なる親和性を持つことしか示せない。また、実験的には、 specificsiteの占有率
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スライディングは観測できなかった 1。このことは、 kassは DNA長に依存して増大



















表1 Antenna effect of CamR 
ら 410bpの長さの増加に
DNA Kd affinity kdis (S-I) kass(M1gl) 
length (凶f) (relative) 
対して、 100倍もの大きな
32 bp 570* (1) 0.054 6 X 104 
変化を示し、その依存性 136 bp 80 7.1 0.032 3 X 105 
はkassによるもので、 kdis 410bp 5 110 0.036 3 X 106 
はせいぜい 2倍程度しか 3kbp 0.5 > 1100く
変化がなかった。この 句yfluorometric titiration 
DNA長依存性は antennae百ectと命名されており、 E.coli EcoRI methyl仕組sferase12， 13 











すことになる。 1.one-dimensional diffusion 
この仮説を証明 short DNA long DNA 
だ。このタンパク質 2.1ooping
は、上記C但nRと同 -cト @ る
--{二コ一一 一.. 一一+
様のわレシフト法 輪一←@← ↓4 
nonspecific sitesが:::;;示ctor…l 
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0.23 (1) 3.5 
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